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子どもの思考を深めるボール運動の授業づくり 

 

坂田 行平  

１ はじめに 

ボール運動は総じて，常にゲーム中の状況判断を前提にしながら運動技能を発揮し

なければならないことから，子どもにとって難しい側面を持っている。岩田（2016）

はボール運動の指導において意識しておく事柄として，「ゲームの状況判断において，

『味方』『相手』，そして，『ゴール』の位置といった多くの契機（判断の拠り処となる

モメント）に包まれている」と指摘している。岩田（2016）は具体的には「今，攻撃

側のボールを持たないプレーヤーであるとすれば，ボールマン（味方のボールを持っ

たプレーヤー）と少なくとも自分の周囲に存在する相手，そしてゴールとの関係の中

で，自分の役割（ボールを繋ぐ，シュートチャンスに飛び込むな）と位置取りを意思

決定しなければならない」と述べている。 

ゴール型ボール運動の学習内容を整理する上で，ボールを持っていないときの動き

の重要性に着目し，戦術課題を低・中・高学年の 3 段階で表１のように整理した。 

 

表１ ゴール型ボール運動における戦術課題 

低学年 スペースの発見と活用による得点 

中学年 スペースの創出と活用による得点 

高学年 スペースの創出と活用のために考えた作戦の組み立てによる得点 

 

岩田（2016）は「ボール運動というのは，器械運動や陸上運動，水泳などの運動と

は異なって，ゲームの中で常に「意思決定」（プレイ状況の「判断」）が要求される

特質を有していることである。したがって，その状況判断に積極的に参加できるよう

になることが，ゲームの面白さ，楽しさの源泉になる」と述べている。試合の中で何

が行われているのかが自分で理解ができ，この瞬間に何をすべきか，動きを自分で考

えて実行できることが学習内容として学ばれる必要があると考える。 

低学年では，誰もがボールを持ち，得点する喜びを目一杯味わえるだけのゲームの

機会を保障することが重要であると思われる。そのような形式のゲームをする中で，

ボールと相手との関係がわかることを大切にしたい。ボールがディフェンスラインを

突き破ろうとすれば，ディフェンスは寄る。寄るということは，つまり逆方向にスペ

ースが生まれることでもある。ゲーム観察で発見させることから始め，プレー中にも

仲間との関係の中で生まれるこのスペースに気づかせ，それを活用することを確認し

ながら，子どもたちの理解を深めたい。 



子どもたちは休憩時間に，こおりおにやふえおになどおにごっこ遊びの要素を含ん

だ運動を楽しんでいる。おにごっこでは，複数人で遊んではいるが，逃げる人と追い

かける人の１対１の関係になりやすい。個人技能でいかに相手をかわすかということ

が大きい遊びである。この遊びの段階から，チームとして何かしらの意図を持った作

戦を考えて得点できるようなゲームを行いたいと考える。 

 

２ 単元構想 

（１）単元「第２学年 ボール運びゲーム」 

（２）指導目標と指導計画 

①指導目標 

○防御側が動くことによって生まれるスペースを活用することがわかる。 

○スペースを生み出すための作戦を考えて，考えた作戦を実行しようとすることが

できる。 

○ルールを守ってゲームをしたり，チームで作戦を話し合ったりすることができる。 

 

②指導計画（全１０時間） 

第１次 オリエンテーション・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

第２次 ボール運びゲーム①・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

第３次 ボール運びゲーム②・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

 

（３）単元について 

本単元で行うボール運びゲームは，攻撃側が腰の左右につけた２本のフラッグ

（授業ではしっぽと呼んでいる）を防御側に取られないように，ボールをゴールまで

運ぶことで得点を得ることができるボール運びのゲームである。ボールは持って走る

だけであり，パスやドリブルといった難しいボール操作の運動技術は必要としない。

難しいボール操作がないことで，相手の間を素早くすり抜けたり，すき間（スペー

ス）を見つけて，そこを利用して走ったりすることに集中することができると考え

る。また，ボール操作を行うために，ボールを見る必要がないので，相手の動きを見

ることにも集中でき，相手の動きを見て走ったり，有効なスペースを認識したりする

力をつけることにつながるのではないかと考える。スペースを生み出しやすくなるよ

うに，ゲームは攻撃側が防御側よりも人数が多い３人対２人のアウトナンバーでのゲ

ームを設定している。 

 

３ 授業の実際 

（１）単元前半のボール運びゲーム① 



ボールを持った攻撃側が防御側のラインを突き破ろうとすれば，防御側は突き破ろ

うとするボールを持った攻撃側は寄る。寄るということは，つまり逆方向にスペース

が生まれることでもある。ゲーム観察で発見させることから始

め，プレー中にも仲間との関係の中で生まれるこのスペースに気

づかせ，それを活用することを確認しながら，子どもたちのゲー

ム理解を深めることを学習内容として設定した。単元前半のゲー

ムは，図１に示したコートにおいて，攻撃側のチーム（図の中で

で示した①②③）が腰の左右につけた２本のフラッグを防御側

（図の中で示した○ま）に取られないように，ボールをゴールまで

運び，勝敗を競うボール運びゲーム①を設定する。なお，攻撃側

の 3 人は全員が 1 個ずつボールを持っている。 

ボールは持って走るだけであり，パスやドリブルといった難

しいボール操作の運動技能は必要としない。ボールも片手で持つことができる空気を

抜いたハンドボールを用いている。スペースを生み出すことができるように，ゲーム

は攻撃側が防御側よりも人数が多い３人対２人のアウトナンバーでのゲームを設定し

ている。防御側からフラッグを取られないように走り抜けることや空いているスペー

スに走り込むことを課題とした。 

授業の中で子どもたちは，３人の動きを合わせることでスペースを生み出すことが

できることを見つけた。下の図２は，防御側２人の真ん中を突破しようとした攻撃側

の児童１人のフラッグを取ろうとした防御側の２人が中央に寄って，左右にペースが

できた場面である。 

 

     

図２ 中央を突破しようとした攻撃側に対して，防御側の２人が寄って左右にスペー

スが生まれた場面 

 

次の図３は左右の端を走り抜けようとした攻撃側の２人を止めようと防御側の２

人が左右に寄ったために，中央にスペースが空いた場面である。 

図１ ボール運びゲー

ムのコート図 



     

図３ 左端と右端を突破しようとした攻撃側に対して，防御側の２人の児童が左右に

寄って中央にスペースが生まれた場面 

 

次に示した図４と図５は，子どもたちがゲーム後の振り返りでどのように攻めたら

よいかについて記述した学習カードである。 

     

図４ 学習カード①           図５ 学習カード② 

 

 図４「A と B をひきよせる」，図５「A と B をおびきよせて①がそのあいだにあいて

いるすきまを走って行く」という記述があり，防御側を寄せることによって空間がで

きることやその空間ができた瞬間に走り込むことを記述している。 

 

（２）単元後半のボール運びゲーム② 

ボール運びゲーム②では，ボールを攻撃側の３人のうち 1 人だけが持っているルー

ルに変更している。ボールを持たない２人が出てくることにより，この２人のゲーム

での役割を考えさせるようにした。 

授業の中では，ボールを持っている１人だけでは，得点を得ることができないため，

作戦を考えるためのチームの話し合いが行われ，作戦を考え出していた。ボールを持

たない２人の役割として，図６に示したように，味方のフラッグをとられないために

防御側のボール持っている味方の間に入って壁となって守る（ガードする）ことで意



図的にスペースを作り出すという動きが出てきた。 

  

図６ 防御側の右に立ってガードすることによって，右側に空間をつくっている場面 

 

さらに子どもたちは，ゲームを繰り返すうちに，ただガードをするだけではうまく

いかないことにも気づいた。授業の中で交わされたやりとりを紹介する。 

T ：うまくいきそうなときはどんなとき？ 

C１：タイミングが合ったとき 

T ：タイミング？ 

C２：壁つくって，それで走って行ったとき 

C３：壁をつくって止めたりするとき，守っている人の思っていることが分かって

いるとき 

C４：いいチャンス 

タイミングという言葉が出てきていて，防御側の横でガードをすることで空間を作

ったときに走り込むというタイミングの重要性に気づいている。 

 

 次に示した図７と図８は，子どもたちがゲーム後の振り返りの記述である。 

 

図７ 学習カード①           図８ 学習カード② 



図７の学習カード①には「かべをつくる」「かべを作り」と記述があり，ガードによ

って空間をつくることを学んでいることが推察できる。また，図８の学習カード②に

は，「かべをつくろうとしたしゅんかんにいく」や「タイミングがあうように」という

記述があり，授業の中で学んだタイミングを知識として得ていることが推察される。 

 

４ おわりに 

攻撃と防御について教えたいことを整理することで，試合の中でうまくプレーがで

きるようになるためには，どんな知識が必要か，どんな動きができるようになること

が必要か，試合を通して何に気づかせるのか等，6 年間の系統性の見通しをもつこと

を大切にしたいと考えている。 

そして，子どもたちに教えたいことに合わせたルールづくりも必要であると考える。

子どもたちが試合の中で行われていることを把握できるために，子ども発達段階や実

態に応じたルールを設定することで，学習課題に迫ることができると考える。 

また，子どもたちは自分の考えを伝えたり，友達の考えを聞いたりすることで運動

を振り返り，新たな知識を得たり，運動の修正につなげることができる。そのための

思考場面を設定したいと考える。 

ボール運動の学習では，ボール操作等の技能習熟だけではなく，知識理解や思考の

深まりを促す学習を行うことで，ボールを扱うことや競い合うことの面白さを味わう

ことだけにとどまらない体育授業をめざしたい。 
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